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 事業概要 

航空機全機周りの実フライト条件での高忠実 LES 解析による高精度空力予測の実現 

参考 URL: http://www.klab.mech.tohoku.ac.jp/fugaku/index.html 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

最終ターゲットである「富岳」と同じアーキテクチャを有する JSS を用いることで, 効率良くプログ

ラム開発が可能であるため. 

 

 今年度の成果 

階層型等間隔直交構造格子法と埋め込み境界法(IB 法)を組み合わせた解析手法では, 物体形状をア

ルゴリズムとして表現するため, 特に物体表面での物理量分布や物体に働く力の計算に必要な表面積

分に関して工夫が必要となる. 昨年度に引き続き, 第 2 回直交格子 CFD ワークショップの一環として

2 次元基本形状に対する verification を行い, 我々の手法で格子収束性を有する結果が得られることが

わかった(図 1). と同時に表面物理量分布に振動がみられるのは, 壁近傍に設定する Image Point(IP)

での物理量の計算誤差が原因であることもわかった. IP での物理量は線形補間で値を求めているが, 

物体近傍で物理量勾配がある領域の格子解像度が粗いと線形補間の誤差が大きくなり, その結果表面

分布に振動が見られることになる.  

複雑形状である航空機高揚力形態の解析に向けて BCM 格子とレイヤー格子を重合させた格子を作

成した. レイヤー格子は主翼上面に生成した. 図 2 はレヤー格子と背景格子である BCM 格子間で物理

量データの受け渡しを行う重合境界を示している. 色は領域分割されたそれぞれの領域を示す. 

「富岳」成果創出加速プログラム 航空機フライト試験を代替する近未来型設計技術の先導

的実証研究 
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図 1: 角柱の抵抗係数の格子収束性(横軸は遠方境界の広さ, 棒グラフの色

は最小セルサイズ, "Ref."は参照値である物体適合格子での解析値を示す) 
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図 2: レイヤー格子と BCM 格子間でデータ通信を行う重合境界(色は領

域分割されたそれぞれの領域を示す) 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 1 - 48 

１ケースあたりの経過時間 50 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.97 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 22,274,375.08 1.08 

TOKI-ST 66,708.91 0.08 

TOKI-GP 52.44 0.03 

TOKI-XM 9,762.26 7.03 

TOKI-LM 15,748.04 1.17 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 781.10 0.78 

/data 及び/data2 38,168.06 0.41 

/ssd 2,212.62 0.57 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 3.76 0.03 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 188.49 0.13 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


